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1 まえがき
現代の第 5世代以降の無線通信システムには，高速通
信，大容量化，多端末の同時接続，低遅延が期待されて
いる．このような無線通信システムはミリ波帯での実現
が進められているが，ミリ波の特徴として直進性が強く
伝搬損失が大きいということが挙げられる．直進性の強
いミリ波伝搬は，遮蔽物による電波の影領域が発生する．
そこで、リフレクトアレーを用いて，影領域に電波を散
乱させ，無線通信の安定化，高速化を図ると考える．本
研究では，リフレクトアレーに誘電体スラブを装荷する
ことにより，リフレクトアレーの高利得化を実現する手
法を検討し，報告する．

2 誘電体スラブを装荷したダイポールの電界強度
図 1 のような誘電体スラブを装荷したダイポールの

θ = 0方向の電界強度は，その構造が (1)式を満たすと
き，スラブのないそれと比較して
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(1) 式中の m,n, p は任意の自然数，λ0は自由空間波長
，n0,n1は自由空間とスラブの屈折率（n0 = 1,n1 =√
εrµr），ε0, µ0は自由空間の誘電率,透磁率，εr , µrはス
ラブの比誘電率,比透磁率である．

3 誘電体スラブを装荷した
リフレクトアレーの数値シミュレーション
図 2に示すような誘電体スラブを装荷したダイポール
素子から成るリフレクトアレーを設計し，モーメント法
で解析した．入射角θin = 0の平面波を TM入射し，主
ビームの方向θsが 5 deg.になるようにリフレクトアレー
の素子長 lnを設計した．
レーダー反射断面積（RCS）の数値シミュレーション
結果は図 3に示す．図 3からわかるようにリフレクトア
レーの主ビーム方向であるθ = 5deg.方向の RCSがカ
バーによって 3 dB程度大きくなっていることがわかる
．したがって，リフレクトアレーに誘電体スラブを装荷
し，(1)式で示すような構造を与えることで利得の向上が
実現できることがわかる．

4 まとめ
本報告では，リフレクトアレーに誘電体スラブを装荷
し，その高利得化が図れることを数値的に明らかにした．
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図 1 誘電体スラブを装荷したダイポール
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図 2 誘電体スラブを装荷したリフレクトアレーの構造
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図 3 RCSの解析結果
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